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經
濟
學

tt
富
®
性
*

、
生
*
及
び
分

®
を
；

る
.
 

の
科
學
に
し
て
、

.

斯
學
に
於
て
最
重
要
視
す
べ
&

も
の
は
適
確
な
る
推
論
な
6
。
屢
i
經
濟
學
は
事
實
と
實
驗
の
學 

«:
か
，ミ
糨
せ
ら
れ
，
^
之
が
實
用
に
.當
0 (
て
は
、殆
ん
％
無..限
な
.る
事
*
の
蒐
集
i
考
査
.を
要
す
ど
雖
も
、
然
も
斯
學 

@

1
般
原
现
が
據
夕
て
以
て
筇
つ
の
事
賞
は
、
觀
察
葙
し
く
は
意
載
の
結
果
炫
4
數
：個
の
|命
題
中
に
觖
述
し
得
な
说 

k
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'̂
w
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見̂
睜

0

丄
卜

^
經
濟
學
の
»

*
本
'命
題
と
"し
で
，
彼
«
次
0
四
僦
^
揭
げ
た
&
。

€:ー
)

人
»
皆
1
#及
的
僅
^
の
«
鸭
を
以
1:
备
の
富
を
.增
觀
せ
ん
：こ
€
を
冀
ふ
。

：

(
I
D
.

做
縣
の
人
0

?
換
言
せ
ば
世
界
に
住
す
る
人
の
數
は
、
道
德
的
又
は
肉
際
的
害
避
に
依
0
て
制
限
さ
る
、 

か
、'
然
&

#

&

M

#階
麟
©'
住
民
が
個
命
の
臀
慣
上
必
要̂
谷
褪
類
の
富
の
缺
細
せ
ん
匕
と
を
懸
念
す
る
か̂

'

依
つ
て
の
み
制
眼
せ
&
氛

Q

D
幾
働
其
他
富
を
生
產
す
る
手
段
の
力
は
、
そ
の
所
產
5:
再
生
產
の
手
段
に
用
ふ
る
こ
ど
}2
:
睞
つ
て
、
無
艮

第
十
九
#

( 

1〇
0
七
，

)

ナ
ツ
.ソ
。ゥ
0ゥ
ィ
”
7
<
*シゴ
日
ア
に
：於
^
み
-收
義
遞
減
^
法
：職
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锻
七
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ナ
ツ
乂
？
ウ
ィ
リ
ア
ム
•ど
1
ア
に
.於
け
る
璐
經
激
減
墓
則
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第
.セ

欲

六

®

に
增
加
：

a

得 

f

.

.丨：
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■
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(

四)
耕
作
の
技
術
を
木
變
な
り
ど
せ
ば
、

一

定
0
地
域
に
使
用
S
る
、
追
加
努
働
の
收
穫
は一

般
に
そ
の
，
か 

減
少
す
。：
衡
貢
せ
'ば
、
.授
下
さ
る
^
勞
働
が
增
す
毎
^
:、.總
收
獲
は
增
加
す
る
气
ぞ
の
收
W
0 ,
增
加
は
勞
動 

の
增
加
に
此
例
せ
ず
0

.

. 

- 

'

此
.等
四
個
.の
中
、
.第

I.
は

議

の

：問
題

R

し

て
登
三
者
は
觀
察
の
間
題
f

 
?
•第
一
及
び
第
二
は
經
濟
學
に
特
殊 

な
る
柚
象
に
役
立
つ
i

甚
だ
僅
少
に
し
て
、
主
た
る
.も
の
成
第
：三
及
び
第
四
な
々(senior. 

ibiU 

p. 

2
6
)

第
-ニ 

命
題
は
有
名
な
る
制
欲
說
に
關
す
る
。
茲
に
論
發
ん
と
す
る
收
獲
遞
減
の
法
則
は
.即
ち

そ

の

第

四

命

題

た

、り
。

.か
， 

る
®
要
な
る
地
位
を
：豐

ら

れ

者

斯
法
則
が
，
:彼
.に
S

て
如
何
に
了
解
さ
れ
、
文
&

に
そ
の
經
濟
學
說
と
關 

聯
せ
る
か
の一

端
を
觀
ん
：}
す

：
る

は

此
©'
ー
 

文
の
因
的
な
0
0

.

(
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-

收
榄
遞
減
の
法
則
は
夙
に
チ
ユ
ル
ゴ
ー
.に
依
つ
で
發
見
せ
ら
る
。「

自
然
に
肥
沃
な
る
も
何
等
人
工
を
受
け
ざ
る
土 

壤—

だ
力
れ
た
る
種
.子
は
、
殆
ん
ざ
全
部
を
遺
棄
せ

る

に

異
ら
ず
。然
る
に
一
度
耕
作
を
受
く
れ
ば
收

邊

は
曾
加

す

。
 

.ニ度
！！一

度

ビ

耕

作

す

る

に

從

つ

て

r

收
獲
は
ニ
倍
三
倍
に
北
ら
す
四
倍
し
十
倍
す
。
.即
ち
前
貸
の
增
加
す
る
.割
合
ょ 

6
も
遂
か
に
大
な
る
割
合
を
以
て
增
大
レ
、
遂
に
前
貸
に
此
べ
て
收
襁
の
最
大
可
能
戰
に
達
す
。
此
點
を
越
し
て
依 

然
前
®
を
增
加
せ
ば
ャ
收
■

增
加
す
；る
.晶
も
そ
の
增
加
の
度
合
は
減
少
す
。
漸
次
減
少
し
て
遂
に
土
地
の
生
產 

力
S

難
し
技
術
も
之
を
^
！し
I

る

に

到

つ

.前
奪

增

加

I

f

增

加

嘗

る

S
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然
れW

如
上
.
_
部
益
等
か
の
影
響
を
英
國
經

濟
學
I

に
及
ぼ
し
た
タ
と
着
做
す
S

理
由
存
せ
ず
。
 

I

&

十
九
世
紀
初
期
の
英
國
經
濟
學
者
は
、
を
の
學
說
翁

.等
が
.先
行
者
.の

著

作

の

硏

究

ょ

し

て

> 
奈

議
 

r.
中
に
_英
國
か
M'
.驗
.せ
る
現
實
の
事
實
ょ
u
.
c
^
し
.て
論
^
せ
}
,
。
,
,

.

.

.

'
略

-
一
千
八
百
十
三
年
の
頃
、
英s

の
經
鄉
狀
態
に
隹
個
の
特
色
存
せ
ぅ
。
そ
は
穀
物
の
高
f

耕
作
の
改
良 

I

I

。
穀
償
は
管
に
高
|

み
な
ら
ず
累
進
せ
气
こ
、
に
於
て
、
穀
物
法
の
改g

に
依
つ
て
殆
ん
I

物
の 

自
由
輸
入
I

•
め
た
f

寸
效
な
炉
i

爲
め
に
地
主
及
び
實
業
家
は
、自
由
輸：

入
I

f

下
策
ミ
し
て
I

な 

る
.を
,
じ
.
去
つ
て
翡
作
の
備
張
を
通
じ
て
供
給
の
澗
澤
を
促
す
の
手
段
'ど
し
で
> 
現
在
0
高
値
?:
維
持
す
ぐ
$
を 

、主
張
せ
々
。
.

J

八 

一
H
年
に
.は
本
問
題
に
關
す
る
委
員
會
開
か
れ
議
.長

s
〖r H

S
I
y

 P
a
r
l
e

は
次
の
如
く
濠
说
岔

々

。

「

委

員
I

吿

の

全
5

: |
: «
: |
: 1
: |
: |
し
*

且

つ

現

に

農

業

に

投

下

さ

5

、
ぁ
る
資
本I

加 

す
る
こ
と
に
依
つ
て
-
ょ
ふ
多
ぐ
の
昏
|
ト
生f

レ

ま

£

 d

我
等
の
資
產
I

便
し
f

様
に
法
？

改
班
す

: 1
パ

: ?
.。、

: !
: !
成
？

ば
"

f

す」

歡

は

S

い

い

宏

き

£

ま

い

? ;
i

6
f :
i

す

る

僩

辂

は

低

下

す

云

々

」

：と

。
：か

、
る
所
言
の
中
に
吾
人
は
收
穰

^
^

，る
"
而
I

I

終
末
s

f

に
.從
？

議

質

2

1

の
形
態
S

S

れ

之

本
S
 

從
つ
て
穀
f

低
落
ず
。
穀
憤
の
低
落
は
耕
作
の
縮
少
、
從
づ
て
供
給
の
減
少
を
生
：I

格
は
舊
の
如
ぐ
高
憤
S
 

る
。
之
を
防
ぐ
の
手
段
は
輸
入
の
大
制
限
に
存
す
？
主

囊

欠

w
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?
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ナ
ッ
ソ
ゥ
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ィ
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ァ
|-
於
け
'る
政
醺
遞
減
^
法
耻 

辩
七
雄 

六
六
. 

エ
ド
フ
ー
ド
•
ゥ
エ
ス
ト
の
H
h
e 

Application of cap.ltai 

t
o
l
i
a
n
d

は

一

八

一
瓦
牟
に
出
版
せ
ら
れ
附
綠
を
合 

しV

僅
.々

七
十
，
餘
の
：小
册
子
に
過
ぎ
ざ
る
も
收
糉
遞
減
の
法
則
を
明
：に
ぜ
ん
が
爲
め

^
か
、
れ
ね
る
最
初
の
、

少 

く
ビ
も
極
ぐ
初
期
の
奢
作« :
々
。
卷
：頭
に
日
< 

^
4論
文
0
主
宂
る
目
的
は
、
佘
が
數
年
俞
に
：發
見
せ
る_

學
：0 

ザ
原
理
を
公
表
す
る
に
あ
々
，

_

そ
の
原
®!
?
は
、
耕
作
が
進
步
す
：る'
:に
從
9
て
燎
產
物
^
生
：產
数
は
累
進
的
に.上
，：
 

具
ず
る
、
換
言
せ
ば
土
地0
純
收
益
が
全
收
益
に
對
す
る
率
が>
絕
え
中
減
少
す
る
こ
と
之
な
：ヶ

」

と

。
§
. 
 ̂

£
 

從
來
ヒ
鱗
も
農
業
勞
働
の
生
產
カ
の
進
步.が
エ
粱
勞
働
の
.そ
れ
に
及
«
ざ
る
办 

諸
學
者
の
認
む
る
處
な.
 

り
。
' ァ
'ダ
ム
*
ス
ミ
，
ス.の
如
き
％
、
之
を
以
て
農
業̂

は
分
勞
が
充
分
に
行
は
れ
得
ざ
る
に_
る
と
な
せ
々
。
然
る
に 

ク
工
ス
卜
は
更
に
進
ん
で
、
農
業
に
投
下
さ
る
、
各-
等
*
の
：追
加
勞
働
''の
所
.產
が
現
實
；に
：減
少
す
る
を
主
張
す0
'

-

.卜
然
&
ば
如
何
^
し
て
之
を
立
證
す
る
や
。

.
ゥH

ス
ト
の
說
明
は
迂
_
的
杣
象
的
な
々
。

敬
一
に
"
社
會
が
進
步
す
る
に
從
つ
て
新
地
が
耕
作
さ
る
、
事'は
斯
法
則
を
立
ft
す
。
若
し
農
業
勞
働
の
.生
康
カ 

に

震

な

し
^
せ
ば
、
優
等
地
の
みI耕
作
せ
ら
；れ
て
劣
等
地
の
耕
作3
る
、
喾
な
しcibia. 

p. 

IO)

第
ニ
^
、
若
し
斯
法
則
な
し
ど
せ
ば
、
人
ロ
は
ァ
メ
タ
ヵ
に
於
け
.る
ょ
彡
名
尚
容
易
に
ニ
十
芄
年
每
に
咅
加
す
べ 

な 

b (ibid 

p.. 1
3
)

第
三
に
、
今
®
ヶ
k
勞
働
生
產
力
が
倍
加
せ
ゥ
ど
想
.定
せ
ば
、
資
本
利
潤
亦
倍
加
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
何
ふ
な
れ 

ば
勞
働
生
產
力
の
倍
加
に
依
つ
て
、
勞
働
の
純
收
益
は
：.全
收
拿
同
獴
：に
倍
加
す
る
2:
以
：て
な
ト
。
も
も
ょ
り
貨
物
相 

——

1
-

-

-互
0
:聚
換
此
率
に
は
何
等
の
：變
化
な
し
>
-
>雖
も
>
备
：人
は
自
已
が
驭
引
す
る
#

殊
貨
物
を
、
從
前
.の
“一
倍

得

る
t

で
他
貨
物
^

對
す
る
支
配
權
も
倍
加
す
。
又
，流
通
貨
幣
量
に
變
化
な
じ
ヒ
せ
ば
、
物
價
.は
1
時
半
减
し
て
、
資
本
の 

貨

彼

は

增

加
.せ
ざ
る
も
、
暫
時
に
し
て
地
金
は
輸
入
せ
ら
れ
遂
に
貨
幣
利
潤
倍
加
す
べ
き̂
h

y

o

然
る
に
資
-
 

本
刺
潤
が
貧
國
ょ
り
も
. 富

國

に

於

て

低

く

、
.
且
つ

 

.
1國
民
が
富
裕
ぞ
な
：，る
に
隨
つ
て
低
落
す
る
は
萬
人
の
離
ひ
る
處 

な
り
。
鼓
に
於
て
か
農
業
勞
働
の
生
產
力
は
改
良
進
步
に
連
れ
て
常
に
同
一
な
る
を
得
ず
し
て
漸
次
減
少
す
。
啻
に 

減
少
す
る
の
み
な
ら
す
N

H
業
勢
働
の
生
產
カ
に
於
け
る
‘不
斷
.の
增
加
を
以
て
し
て
も
；補
ひ
得
ざ
る
ま
で
に
威
少
すO 

若
し
然
ら
す
ミ
せ
ば
、
旣
記
の
如
く
資
本
利
潤
は
進
步
と
共
に
增
加
す
べ
&

を
以
て
な
り(

i

l
 pp. 

1
4
-
1

00)
か
く 

.
の
.如
く
に
クH

ス
ト
は
收
權
遞
滅
.0
:

法
則
を
立
瞪
し
、
之
を
以
て
.一
の
動
的
法
則
と
看
做
し
、
又
ぞ
の
適
用
を
農
業 

に
限
定
し
、
工
業
.に
.は
却
つ
て
收
獲
遞
堦
の
存
す
る
を
肯
逛
せ
り
。

キ
ヤ
ナ
ン
の
言
へ
る
如
ぐ
、
斯
法
則
に
關
す
る
クH

:

ス
ト
の
敍
述
は
、
斯
法
則
が
普
通
に
想
像
せ
ら
る
、
ょ
b
も 

，遙
か
.に
彼
.に
負
ふ
處
あ
る
を
示
す
も
の
な
8
と
»
も

、收
權
遞
_
の
.故
則
を
し
て
、
馨

な

る

地

位

を

英

國

經

叢

に 

於
て
獲
得
せ
し
め
た
る
は
デ
グ
ィ
ッ
ド*

リ
カ
ア
ド
ォ
と
ト
I

マ
ス
•
マ
ル
サ
ス
な-CVO 
,

S

エ
ド
フ
|
ド

«

ク
ェ
ス

ト

が

、

そ

の

wssay 

on the application 

of Capital to 

L
a
n
d

を

物

し

つ

、

あ

な

し

g? 

に

？ 

<
サ
ス
は
 

G
rounds 

of o
p
a
i
o
n

 

o
n

 the 

policy 

of restricting 

the 

i
m
p
o
r
t
a

.̂
B 

of foreign 

c
o
m
.

及 

び 

A
n
」Inquiry 

into the 

Nature and 

Progress 

of 

R
.
s
t

*

5:
草

し

つ

、
あ

り

し

な
.

ovo

G
r
o
g
d
s

に
於
て
は
、
彼
は
收
_
遞

滅

に

注

意

を

拂

ふ

こ

と

な

く

、

却

つ

て

合

衆

王

國

：に
.於

て

生

產

さ

る

、
小

幾
 

の
；羹

は

、
多

く

の

困

難

な

<
し

T
大

い

に
f

し

得

べ

を

指

摘

せ

：り

。

進

ん

で

ぼ

.耕

作
0
大

改

良

、
勞

働

€

^

属
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於
け
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務
遞
減
；の
法
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第
七
號 

六
八

び
良
好
^(
る
管
理
に
.依
つ
て
、
穀
物
の
，眞
實
價
格
が
減
少
す
る
.
.の
機
會
ぁ
、る
を
暗
示
せ
&

i

»

nそ
の
脚
®
に
於 

て
、
此
の
如
き
は
收
獲
遞
減
の
傾
向
に
對
す
る
部
分
的
反
對
作
用
た
る
に
^
乂
ま
る
を
言
：へ
ド
^

8

3

?
0̂:
.,辱 

1
6

0-
1

6
1

)
0

G
r
o
u
n
d
s

よ
み
もNature and 

Progress of Rent 
.

に
表
明
せ
ら
れ
た
る
レ
シ
ト
論
を
退
じ
C
、
よ
り
明
燐
こ 

看
取
す
る
を
得
。
 

,

マ
ル
サ
ス
に
從
へ
ば
、
土
地
の
レ
ン
ト
と
は
全
收
益
の
價
値
よ
b
し
て
、
通
常
率
の
農
業
資
本
の
刹
潤
を
も
含 

o

一
 

切
の
耕
作
赞
を
支
拂
へ
る
後
に
、
土
地
所
有
者
の
手
に
殘
留
ず
る
も
の
な
b (Nature- 

p. 

I
.

及
びp

a.ndples 

.I

0O36/P* 1
3
6
)

偶
然
的
又
は
一
時
的
事
情
の
爲
め
に
、農
夫
の
支
拂
ふ
處
が
乙
れ
以
上
’又
は
以
下
な
る
事
ぁ

6

と
«
も
、 

然
もM

は
現
實
の
レ
ン
ト
が
不
M
3 I
窆
付
け
ら
る
、
の
點
な
b (principles, 

p, 

1
3

6
)

0 

’

旣
に
レ
ン
ト
を
以
て
一
切
の
失
®
を
控
除
せ
る
殘
餘
な
&
ビ
沄
ふ
以
上
、
生
產
物
の
價
格
が
生
產
費
を
超
過
す
る 

を
前
提
だ
す
' 
從
つ
て
先
づ
原
產
物
高
價
の
服
因
を
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。.
求
め
て
彼
は
三
個
を
得
た
.

e,? 

一
、
土 

:
地
が
之
に
使
用
^
る
>
人
の
支
持
に
必
耍
な
る
以
上
に
，
生
活
必
需
品
2r
生

奪

し

得

る

の

性

質

を

有

す

る

こ

と

。
一
一
、 

生
活
必
需
.品
に
は
、
そ
れ
自
身
.癖
：要
を
創
造
し
得
る
の
性
質
ぁ
るm

ビ
。
三
、
最
肥
沃
地
の
比
較
的
稀
少
之
な
b 

(Nature 

P* 

8
. 

Principles

^

I
4

〇〕

o

此
等
の
中
マ
ル
サ
ス
が
最
も
力
說
せ

る

は

第」

原
因
に
し
て
、
之
を
以
て
日
氏
已
7
と
云
べ
り
。
次
い
で
第
二
原
因 

た
り
。
マ
ル
ダ
ス
が
特
に
之
等
の
|1
5
を
カ
說
せ
る
は
.、
レ
ン
ト
を
以
て
土
地
の
獨
占
よ
り
生
ず
ぞ
な
す
ビ
ユ
カ
ナ
シ
等

-
=
-
-
-
L 

sicss«
n
-
n
e
-
-
-
.
 ̂

i
- 

- 

=
-
.
- 

l
.
-
=
-
-
:
l
l
.

-

-

-
-
-
I;

- 

I

.マ
ル
サ
ス
士
雖
も
レ
ン
ト
に
幾
分
の
獨
占
的
性
質
あ
る
：は
之
を
認
容
す
P
日
く「

自
然
的
獨
占
に
近
似
す
る
事
情 

が
、

レ
ン
ト
^
結
合
せ
る
は
固
ょ
り
認
む
べ
し
。
土
地
の
廣
さ
に
は
制
限
あ
，̂
て
、
人
間
の
需
要
に
侬
つ
て
擴
張
す 

る
.能
は
ず
。
土
壤
の
不
平
等
は
最
良
地
の
此
較
的
稀
少
を
惹
起
す
。
か
く
て
そ
は
正
し
く
レ
ン
ト
の
原
因
の
一
な
^
s
o 

S
れ
ば
乙
れ
を
一
部
的
侧
占(partial 

M
o
n
o
p
o
l
y
)

 

S
れ
請
す
べ
&
か
。
然
名
か
、
る
意
味
に
冷
け
る
土
地
の
稀 

少
は
.決
し
て
M

n
の
み
を
以
て
■レ
ス
ト
を
注
ず
る
に
足
ら
ず」

i
云
べ
ヶ(Nature, 

pp. 
7

-00
. 

Sロ。̂:
^

で
，1

4
0

)
0

 

‘
然
れ
共
我
等
^
、/

」

り
て
重
聲
^
る
は
、

マ
ル
ガ
ス
に
依
つ
て
最
も
輕
視
妒
ら
れ
た
る
第
三
惊
因
即
ち
最
肥
沃
地
の 

稀
少 
f

。：
'

'

;-
;

;:,,.

 

■

:
K

ル
'ナ
ス
：は
工
業
用
の
#
械
に
對
し
て
、
土
.地
を
.も
亦Machinery 

of the 

I
s
d

せ
呼
び
て
次
の
如
く
に
一K

へ
夕
 

「

穀
物
及
び
//
;
(料
を
往
產
す
る
機
械
は
、
自
然
の
燜
物
に
し
て
人
間
の
製
作
物
に
.非
ず
。
此
等
の
賜
物
は
頗
る
種
々
な 

る
il
ft
ミ
能
力
を
有
す
。
'0
一
 

國
の
最
肥
沃
埤
は
、
最
少
の
勞
働
i
資
本
を
以
て
し
て
*
大
の
收
鱗
を
擧
げ
得
べ
§
も
' 

そ
は
増
加
す
.る
A

P
の
有
效
肅
要
を
供
給
す
る
に
足
.ら
す
。
澈
に
原
產
物
の
‘價
格
は
自
然
に
騰
*
し
て
、
.遂
：に
劣
等 

な
る
機
械
を
以
て
、
費
用
ょ

|.
>

大
な
る
方
法
^
依
つ
.

p

之
.を
生
產
す
，る
の
；費
用
を
、償
ふ
に
足
る
セ
到
る
。
然
る
R
同 

i

品
質
の
載
物
に
一
一
價
存
し
得
ざ
る
が
故
卩
、
そ
の
所
產
に
比
べ
て
ょ
b
僅
少
の
資
本
?:
.
.以
て
運
轉
サ
ら
‘
/J
、
爾
餘 

の
機
_
は
、
そ

.0
良
好
に
比
例
し
て
レ
：ン
ト
を
生
ず」

S

。

P
:
3
9
)
"

而
し
て
か
く
る
事
情
は
收
獲
遞
減
の 

法
则
な
く
ん
ば
|?
1
ょ
.

發̂
生
す
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
妓
又
0
ぐ

',「

穀
物
の
貨
幣
價
格
が
高
:&
原
因
は
、
眞
實
K
袼
即
ら 

そ
の
生
康
に
用
ゐ
ら
る
ベ
'
:さ
資
本w

勞
梟
の
量
が
大
:«
る
に
あ
-

,̂°
又
.穀
物
の
眞
實
：價
格
.が
、

^

£

つ
そ
の
繁
榮
€
人
ロ
が
尙
進
#
し
つ
、
あ
ス
-國
々
に
於
て
高
ィ
>
沮
絕
え
^,
昂
騰
し
の
、
あ
る
の
询
由
は
、
絕
え
す 
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七
^

ょ

ト

貧

る

土

地

丨

那
.t
>
蓮
轉
に
ょ
り
大
な
る
失
費
を
赛
す
名
機̂
.
.に
賴
ち
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
從
つ
て

4
.

國
の 

原
產
物
を
增
す
每
に
之
を#
る
費
用
が
嵩
む
Z

ぞ
の
裡
に
：見
«

さ
る
设

約
言
せ
ば
>
'«
步
し
，つ
S
ぁ

る

國

に

於

，
，
て

は

、 

餵
物
は
現
實
の
供
給
を
生
產
す
る
に
，必
要
な
る
慣
格
に
於
て
販
寶
さ
れ
，
且
つ
乙

0
供
給
が
益
$
困
雛
：

VJ

な
る
に
足 

.つ
，て
價
格
は
上
昇
す{
ご
{
^
^11ョ
.

^

4

1

)

。

，

マ
ル
サ
ス
が
最
も
輕
視
せ
る
も
の
を
强
く
主
張
せ
る
は
タ
カ
'ア
ド
ォ
：な
6
，

「

若
し
良
好
な
る
土
地
が
*
增
加
人
ロ
に
對
す
る
肩
物
生
.產
が
必
要
と
す
る
以
上
^
多
く
存
在
す
る
か
、
若
し
く
は 

資
本
が
收
獲
の
減
少
を
蒙
ら
中
に
無
限
：に
舊
地
に
使
用
さ
れ
得
る
も
の
ど
'せ
ば
、
レ
'ン
ト
は
發
生
す
る
能
は
ず
、
何 

ミ
な
れ
ば
、
レ
シ
ト
な
る
も
の
は
必
中
使
用
す
る
勞
働
量
の
增
加
が
齋
ら
.す
收
穫
が
、
そ
の
，增
加
に
比
：ベ
.て
減
少
す 

る
ょ
6
し
て
生
す
る
も
の
な
れ
ば
な
が」

(prindpks, 

everymans 

Hbrary. 

p. 

3
7
)

き
。

マ
ル
ナ
ス
が
そ
れ
の
み
を 

以
て
は
レ
ジ
ト

を
生
じ
#
ずV

云
べ
る
處
の
も
の
を
リ
力
ア
ド
ォ
は 

> そ
れ
な
く
ん
ば
生
じ
得
ず
ど
云
へ
る
な
^S。 

所
嚮
軿
作
の
順
序
に
依
つ
て
.說
明
せ
ら
ゐ
、
リ
カ
ア
ド
ォ
の
レ
ン
ト
論
が
、
收
權
遞
滅
S

接
に
關
聯
せ
る
は
餘
に 

明
a
な
る
を
以
て
"
乙
、
に
詳
說
す
る
は
北
む
べ
し
。

こ
の
關
係
♦か
明
白
な
る
如
く
、

マ
ル
チ
ス
の
人
ロ
論
が
收
獲
遞
減
に
對
し
て
有
す
る
關
係
も
亦
明
白
«
&
。
若
し 

斯
法
則
な
く
ん
ば
人
口
の
增
加
は
、
即
ち
之
を
維
持
す
る
手
段
の
增
加
を
伴
ふ
ベ
く
、
從
つ
て
積
極
的
障
碍
の
發
生 

も
豫
防
的
隙
碍
の
必
耍
も
な
か
る
べ
し
0
 

(

五)

農
業
勞
働
•に
於
け
る
收
獲
遞
減
を
論
ず
る
に
あ
つ
て
は
、
勢
ひ
3:
業
勞
働
の
生
產
カ
，に
言
及
せ
ざ
る
を
得
ず
0

シ

ニ.
>ガ

も

亦

兩

者

の

對

比

上

り

迅

發

す

。
パ

：

土
地
耕
作
に
投
せ
ら
る
、
勞
働
ど
、
農
莱
に
依
っ
て
獲
得
せ
る
原
產
物
を
_'舍
人
の
用
に
調
え
6
に

用

ゐ

ら

る

、
勞 

.働

：ビ
，の
間
に
は
、

そ

の

能

率

に

重

要

な

も

相

違

存

す

'
を

は

農

業.の
有
し
，
工
業
の
有
せ
ざ
る
一
個
の
力
に
依
る
。
 

そ
©
力
す
は
、
同1

の
資
料
.ょ
り
多
量
の
鐵
物
e
機
得
し
得
も
の
力
な
機
槭

(?
>
便
用
®
び
に
分
勞
は
'殆
^
^
無 

限
0
援
助
を
人
力
に
興
ぅ
る
i
雖
气
然
も
工
業
上
の
進
歩
改
良
は
、
灯
^
.へ
一
人
の
仕
事
を
し
で
能
く
西
人
千
人
の 

仕
事
に
匹
敵
す
.る
を
得
し
め
1:
も
>
同
一
優
®
原
料
じ
使
用
#
る
、
勞
働
を
し
て
、
：.從
前
ょ
6
海
0

*
の
同T
產 

胸
を
生
產
せ
し
む
る
能
は
す
：
農
業
に
於
て
は
之
ミ
異
る
。
同1

量
0
種
麥
が
同
：

1

步
數
の
：土
地
..を
以
て
し
て
生
產 

3
る

、
小
麥
の
量
は
ノ
勞
働
及

「

び
熟

練

の

如

顿

に

ょ

っ

で

、
四

タ

％

 

v
エ
ル
、
八
ブ
ッ
シ
エ
ル
、
十
ふ
ハ
ブ
ッ
シ
エ
〃
等 

に
鐘
化
す
。
然
し
乍
ら
"：
例
え
ば
英
國
の
土
地
が
十
倍
又
は
そ
れ
以
上
を
生
產
し
得
る
も
の
と
し
で
も
、
事
實
上
現 

_

®
所產を四倍にするは困

.難
な
るV

 
く
、
.十
倍
に
至
つ
て
は
殆
んW

不可能なるベ然务に

3:
業
品 

に
於
で
は
、
來
る
べ
きi

世
紀
間
に
過
去
一
世
紀
間
に
於
け
る
i
同

1#

又
は
を
れ
以
上
の
率
を
以
て
增
加
す
る
の 

見
E
充
分
な
ら
。

之
を
說
明
せ
ん
が
參
め
に
シ
ム
ョ
ア
は
一
の
假
說
を
設
け
：る
。

今」

千
文
丨
ヵ
ー
の
一
農
場
を
想
像
せ
ょ
、
そ
の
中
二
百
工
ー
ヵ
ー
は
至
極
優
等
の
+

g
、
三
百
工
I
力

ー

は

忍 

び
#

4
程

！

T

殘
餘
ば
牧
羊
場
た
6
得
：る
に
，過
ぎ
ざ
る
も
の
ヒ
假
定
，す
。

：

之
に
：一:
1
.
干

久

を

驚

し

て

年

々

六

诨

ク

，ォ 

ト
タ
.
1の
小
麥
を
收
機
ず
る
も
の
ど
し1:
:

>更

に
一

ー

十

人

を

：
增

せ

ば

果

.し
1:
塵

猶

は

倍«
す

名

や

。

此® rl

十

人

：が 

劣
等
地
办
，

耕
作
に
地
：

味
劣
等
な
る

©
結

来

、.を

：の

收

穣

矯

湯

の

迖

+
-
<
:
の

收

獲.に

及

ぼ

^

る
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ナ
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ソ
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1
1
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ア
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る
1
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減
0
法
則 

弟
七
.號 

七
一



f

九

争

(
1
0
1

六)

ナ
ツ
ソ
ウ
f

リ
ア
<

i
ヨ
ア
に
於
け
る
i

遞
减
I

則 

第

七

独

七

ニ

V

 .
さ
は
為
然
な
K

y
又
.若
し
陇
雜
の
土
地
'に
そ
の
勞
働
が
投
•せ
ら
れ
た
X

す
る
^
；>
,同
じ
く
從
前
の
一
一
十
、

の

&
 

機
に
及
I

。
若
し
然
I

さ
せ
ば
、
最
蟲
以
外
の
土
地
が
何
故
耕
作
i

f

し
I

說
明
す
I

得
ず
、
.
K 

I

事
實
に
し
て
眞
I

ば
、
我
等
は
傜
か
に一

-
I 

 ̂

I

s
 

- 

^
1 

0

1

1

1

1

.

 

0
?

00
I
CO
5
}
。

：

力
く
て
收
權
遞
滅
の
汰
切
は
、
不
可
疑
の
事
實
たC

v

又
法
則
た
る
v

h

y 

o

併
し
乍
ら
如
上
の
記
述
を
以
て
し
て
は
，
シ
一
一
ヨ

ア
の
見
解
は
そ
の
先
人
f

れ
と
f

も

異

る

I

な

、

そ 

の
立
瞪
0
'如
き
も
ウ
エ
ス
ト
.に
及
ば
す
。

' 

f

に
彼
は
®
篇

か

著

'る
し
さ
.例
外
を
含
む
を
認
■.め
：f

。
第

.
|
'
|、

占

有

者

又

は

所

有

者

の

怠

慢

‘*
智
等 

の
爲
め
に
、
土
地
の一.

部
が
同
一
能
力
の
土
地
S

下
せ
I

べ
き
卒
均
度
の
：勞
働
を
與
f

s

b
し
場
合
I

 

夕

此
ジ
.拔
合
に
.は
追
加
勞
儆
の
生
產
カ
.が
農
業
勞
働
の
平
均
以
上
な
る
^

^
ぁ

り

,:
°

.

.

.

.

.然
れ
典
此
-
Q例
外
は
重
®
に

非

す

。
そ
は
偶
乾
事
に
：ょ
つ
て
带
均
度
の

.勞

馨

投

下

が

，

一

‘時

障

げ

ら

れ

た

る

に
；
t

”

そ

の
K

a
に
し
て
除
去
：せ

ら

れ

、
：
年
均
度
の

.勞

働

投

下

せ

ら

る

、
に
：到
れ
ば
、

當
然
悅
獲
遞

減

法

則

の

：發

生

を 

み
る
ベ
な
り
。

最
も
重
S

る
例
外
は
、
努
働
S

加
S

練
I

加
を
伴
ふ
場
合
S

生
す
れ
f

 

し
：て
說
明
す
る
を
便
宜
と
す
る
も
の
の
如
く
な
れ
ば
後
述
.に

繁
•る
；べ

し

o

.

,

3
 

. 

I

收
獲
遞
減
の
.法
則
が
•直
接
に
關
す
る
理
論
の
一
つ
は
レ
ン
ト
論

•
シ
二
牙
ア
に
從
へ
ば
，

レ，レ
ト
w

«「

ff
格
ど
生
塵
費
の
差
®'
な
，̂」

；(ibid.'

々
•
' 11

5)
座
產
®
ビ
、は
其
物
0

生
.產 

に
：必
要
な
る
勞
働
S
制

欲(

.
aic
r
s
t
i
i
c
e

)

の
總
計
な
れ
ざ
も
？

そ
れ
に
は
生
產
者
に
：對
す
る
生

淹

費

.气

消

費

者

に
 

對
す
.る
/+
:
產
費W

あ
ト
。
生
產
者
に
»
す
る
生
產
费
€
は
、
貨
物
又
は
勤
務
.を
販
賣
す
る
者
：が
そ
の
生
牽
を
繼
續
す 

る
爲
め
に
負
*
す
べ
き
勞
働
と
制
欲
の
量
に
し
て
、
消
®
者
に
對
す
る
生
產
費
：ビ
は
.、
貨
物
又
'は
勤
務
の
，販
賣
を
受 

く
る
者
が
"之
を
購
入
す
る
：代
々
に
敝
等
自
身
又
は
彼
等
の
中
の
何
人
か 
'

自
己
及
び
他
人
の
爲
め
に
之
を
生
產
す 

る
も
の
ど
假
定
し
た
る
場
合
に
負
擔
す
べ
&
勞
働
ど
性
欲
の
總
計
な
み
。
前
.者
は
價
袼
の
最
高
限
を
、
後
者
.は
：最
.低 

:

:限
を
示
ず
C
苹
等
な
る
競
淨
.，の
下

に

生

產

さ

る

、
貨

物

又

は

勸

務

の

價

格

に

於

て

.は
、

爾
者'は
合
：致

す0
從
っ
て
そ 

;

の

價

格
B
、
そ
の
生
產
を
繼
績
す
る
に
必
要
な
る
勞
働V 」

制
欲
の
總
計
を
表
ゆ
せ
ざ
も
、
.實
際
に
於
て
は
眞
に
ホ
 ̂

な
ち
競
染
の
下
に
生
產
さ
る
.、
物
は
頗
る
僅
少
に
し
て
，
多
く
は
何
等
.か
#
殊
の
要
素
の
助
力
を
受
く
。
か
く
し
て 

生
產
せ
彡
れ
た
る
も
の
は
獨
占
の
物
#
な
彡
。

：
：
：

.

:
::,
.

»占
に
は
四
褪
あ
々
て
、
そ
の
第
四
.

■
は
、
生
產
が
自
然
的
.要
素
.の
助
力
を
受
け
、
そ
の
要
素
が
量
に
限
度
が
あ 

々
カ
^
差
遨
が
あ
々
ノ
且
0
之
に
投
：せ
ら
る
、
勞
働
if
制
欲
の
量
が
增
す
每
に
：、
與
ぅ
る
助
力
♦か
相
對
的
k
減
少
す 

，

る
場
.合

の

獨

占

な

み
0
土
地
は
、
乙
の
第
四
稱
猶
占
^
属
す
る
も
の
の
中
>
最
重
.要
な
：る
も
0
'
:な
み
。從
0
.て
、
そ
の 

所
產
た
る
原
產
物
k
於
て
は
、
生
產
者
に
對
す
る
生
產
#
ぞ
消
费
者
に
對
す
る
生
產
»
と
ば
：、

平

等

な

を

競

^

の
下 

に

生

淨

さ

石

、
貨

物

の

*

く

r

w
に
は
一
致
せ
ず
。
加
.ふ
る
^
生
產
者
.，に
al
す
る
生
產
费
：ビ
，云
ふ
も

9
,
地
味
其
#
に「 

依
つ
て
種
々
.異
ら
ざ
る
を

#
ず
。
然
ら
ば
價
格
は
奈
邊
K
決
定
す
べ
き
や
。

'

1
,霄
に
し
て
云
へ
ば
、限
界
生
產
费
に
於
て
.決
定
せ
ら
'
.る
。
シ
二
ョ
ア
の
霄
葉
を
以
"
.て
运
へ.ば「

此
種
：貨
物
の
.價
格 

狰

屮

才

も(
一
〇
1

七
、 

'ナ
ツ
ソ
ゥ
。
ゥ
ィ
9
ア
A
ふ

11

日—

ア
I:
於
け
る
取
糢
遞
減
の
法
則
' 

笫
七
號 

七
三
：



第
十
九
卷(

r
o
l

八
'

-ナ
か
ソ
ウ
，
ウ
ィ
リ
ア
ム

*シ
1

ー
_
ア
に
於
け
ろ
收
糢
遞
.減

 

笫
七
鑛 

七
四

は
、
最
大
の
費
用
を
以
ヤ
引
さ
'«
咨
生
產
：せ
ら
る
、
.部
分
の
生
產
費J

i
M
A
^
T
I

致
%
ん
：ご
す
る
の
傾
向
を
有
ず」

：
 

名
な
ら(ibid. p

二

I

s
こ

れ

を

彼

は

次

の

如

ぐ

に

說

明

ず

。
ン

：

11

»
の
移
民
が
無
主
地
の
«
辱
に
爾
着
せ
る
時
、彼
罾
0

_
一
 

の
仕
事
は
、
未
來.の
：首
都
の
位
置
を
定
む
-る

.̂ビ
な 

み

0
彼
等
の
數
及
び
そ
の
地
方
.の
利
便
に
依
っ
て
'、
各
：農
家
が
耕
作
せ
：ん
ぞ
欲
す
る
®
.り
自
由
に
最
肥
沃
地
を
、
そ
の 

町
よ
.b
の
運
送
©
が

極

め

：て
微
少
な
る
；距
離
；の
，
裡

^
得

ら

る

；、
も

の

ミ

假

定

す

、

か

 

>る
'事
情
の
'下

に

收

權

せ
る

農 

產
物
は
、
當
然
生
，產
者
に
對
す
ろ
生
產
費
^
於
て
販
賣
せ
.ら
る
|。
總
て
0
消
#
者
は
>
現
在
0
生
產
.者
が
享
受
せ
：.る
：
£ 

同1

の
利
便
を
以
て
任
意
に
生
產
者
代
變
ず
る
を
得
。
從
：つ
て
彼
等(

生
産
者
：

y

の
爲
せ
る
ニ
班
量
の
罾
«
及
び
制 

欲
の
成
果
に
對
し
て
、
自
己
が
爲
す
べ
念
等
量
の
勞
働
及
び
制
欲
の
成
果
以
上
を
與
ぅ
る
を
欲
せ
ざ
る
な
b (ibid. 

pp. 

S
6
.
7
y

即
ち
此
の
場
合
に
は
、
七
地
は
獨
占
的
性
質
.を
有
せ
ず
"
從

つ

て

原

產

物

，は
平
等
な
る
競
爭
の
下
に 

生
.產
：せ

ら

れ

、
消

费

者

に
■
す
る
生
產
：費
さ
生
產
考
^
對
す
る
生
產
«
は
_
|致
し
，
價
格
は
生
產
费
に
於
て
定
る
， 

又
t
の
場
合
に
は
レ
ン
ト
の存
在
す
べ
き
地
な
し
、「
レ
シ
ト
ば
誰
で
も
得
^
作
ぬ
自
然
的
喪
素
の
用
よ
り
生
.ず
る」 

C
P
V
I
1
5
)
、

然
る
に
此
の
場
合
土
地
は
誰
で
も
得
ら
る
、
物
#
に
し
て
、
且
つ
總
で
最
肥
沃
地
な
る
を
以
て
、
そ
の 

用
に
對
し
て
®
價
を
支
拂
ふ
者
な
し
。

か

、
る

貨

物

の

數

VJ

價
値
は
急
激
に
堦
加
す
れ
ざ
も
.
そ
の
增
加
に
は
農
產
物
を
購
買
ぜ
ん
ど
す
る
欲
求
及
能
力 

の
增
加
を
伴
ひ
、
遂
に
價
格
が
生
產
费
を
廳
適
す
る
に
到
る
。然
る
に
町
よ
り 

一
^
の
:̂
_
內
に

あ
る
最
»
饫
地
は
、 

_
に
&
有
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
、
供
給
增
加
の
途
は
三
つ
の
み
。

一
、
町
よ
り
の
：距
離
大
ゆ
る
肥
沃
地
_

作
す
る

地
の
：

播
^

^

べ焉

 

s

i

l

l

f

る
か
？
そ
の
.

一

を
撰
ま
ざ
、

る
べ

か
ら
ず
、
务
の
就
れ
.を
撰
む
に
せ
よ
：，
追
加
供
給
.量
.の
.费
用
炉
增
加
ず
。
哄
給
增
加 

.の
即
時
の
結
果
は
價
格
の
低
落
な
る
も
、
そ
.の
低
落
は
之
に
先
だ
り
騰
貴
に
犮
ば
中
、
供
給
の
增
加
分
は
平
等
な 

.る
競
争
の
下
^
於
て
生
產
せ
ら
れ
、
總
て
の
消
費
者
は
よ
り
遠g

離
な
る
文
は
よ
b
)E
沃
な
ら
ざ
る
土
地
を
占
有
す 

る
M

s
に
侬
卜
て
生
產
者
に
變
.じ
得
.る
が
故
な
h

i
從
つ
て
そ
は
も
の
生
產
、者
&:
對
ず
る
生
產
«
に
於
て
販
賣
せ
ら 

る
''
°
然

る

に

同

一

市

場

に

於

，て
は

"
全
然
同
質
な
る
.貨
物
に
ニ
價
存
し
#
ざ
る
を
以
.て
、
價
格
は
結
局
最
大
な
る
费 

用

を

以

て

生

產

さ

る

、
も

の

の

生

產

费

.に
歸
着
す
、
從
つ
て
、

そ
の
®

*
は
i

b
.低
廉
な
る
费
用
を
以
て
生
產
さ
る 

A
も
の
の
生
產
®
を
超
過
す
クM

の
«
過
分
が
地
主
の
所
得
ぢ
#
る
。
社
會
の
進
步
に
つ
れ
て
同j

の
過
程
が
®
®
; 

免
ら
る(pp. 

1
0

6
-
1

0
7)

'

か
ぐ
て

レ
ン
ト
な
：る
も
の
は
、
最
大
な
る
生
產
®'
e:
そ
れ
以
下
の
生
產
费
の
開
き
た
り

V 

然
ら
ば
最
大
な
る
生
產
#
を
要
す
る
士
地
即
ち
限
界
_
作
地
に
は
レX

私
.は
生
.せ
ざ
る
べ
き
な
を
>

、

ゾ

ユ
m

r
は 

「

全
供
給
のI.

部
|

そ
は
最
'大
^.
る
费
用
を
以
て
生
產
せ
ら
.れ
：た
る
部
分
！

は
何
等
レ
，
ン
ト
の
支
拂
な
し
に
生 

產
せ
ら
る」

(p. 

I
I
S
、

を
認
容
せ
，

c
v
f

 

如
上
の
-記
述
に
大
過
な
し
と
せ
ば
、
，シ
二
ヨ
ア
の
レ
ン
ト
論
ば
大
體
に
於
て
リ
カ
：ア
ド
オ
の
そ
れ
を
踏
襲
し
>
收 

獲
.遞
減
を
そ
0
根
本
的
原
因
？
な
し
，
そ
0
實
現
は(

.ー)

レ(

ン
ト
を
生
ず
る
處
の
自
然
的
要
素
の
現
實
的
生
產
カw

 

(

ニ)

そ
の
比
較
的
生
產
カ
忆
依
る(P. 

1
3
6
)

も

の

す

做

せ

&
。
く

 

;

.

.然
る
に
シ
ー
ア
は
，
土
地
の
蝥
等
も
收
權
遞
減
の
事
實
も
存
せ
ざ
る
處
に
多
額
の
：レ
ン」

ト
存
す
る
0.
1
:例
??
假 

想
せ
h 

6'|
經
濟
學
し
西
十
八
冥
に
¥

、
リ
：力
ア
ド
ホ
の
レ
ン
ド
論
a
t

s

B
 i

を
^
み
炫
る
際
に
白
ぐ「

禅 

K

.®(

ツ
カ
ア
P
オ)

は
レ
シ
ト
0.
存
在
：が
種
々
な
る
沃
度
の
土
地
を
耕
作
す
る
こ
ヒ
若
し
く
は
同 

一
土
地
が
追
痛

笫
屮
丸
卷C

1
Z
M

九)

ナ
少
ソ
々
•ウ
ィ
”
ア
ム
*シ
？'
白
ア
1
1於
け
*
取

糨

讓

の

法

如̂
モ
號 

七
芄



笫

十

九

卷2
0
1
1
0

〕

ナ
ツ
ソ
ウ*ウ
ィ
リ
アA
•シi1nr

ア
!;
於
は
5
收
機
遨«
の

法

以

^
.

n
^

七
；
、

資
取
の
適
用
に
對
し
て
與
ふ
る
收
權
が
比
例
的
に
減
少
す
る
i 

iに

依

る

へ

h
。
然
れ
.典
、
吾
人
r:
t.
t

ix
0g 

太
な
る
も
劃
一
的
に
し
そ
、

j 

.筮
*
.
0資
本
找
下
に
.對
し
：て
は
大
な
る
收
權
を
，生
ず
る
も
^
役
下
^
求
少
し
ゃ
域 

少

せ
ば

何

等

收

獲

を

生

せ

中

、
，
又
：增
加
す
る
令
增
收
：生
せ
ざ
，る

^
.ー：
の
人
ロ
：稠
密
に
：し
て
富
裕
な
.る

一

地
域
を
想
像 

す

る

な

ら

ば

、

か
、

る
地
域
が

> 
そ
の
.

j

坪
の
土
地
、

之

に

投

せ

ら

る

、

一
片
の
資
本
が
皆
平
等
の
生
齑
力
を
有
す 

る
に
拘
ら
ず
、
高
&
レ
ン
ト
を
生
す
べ
き
は
明
^
-

c\ 」

と(ibl

A.; p. 

x
l
s
o 、 

(

.'

.
tvr
:

シ

チ
ヨ
ア
自

身

の

レX 

F
論

よ
.
し̂

て

、

か

、
る

推

測

は

容

認

せ

b
る
ベ
含
も
の
な
り
や
o
,差
等
レ
，
レ
卜
の
說
を
：
 

採
る
限
々
、
か
く
の
如
さ
は
例
外
的
事
實
な
な

士
解
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
は
明
か
な
ぅ
。
11
に
進
ん
で
之
を
以
て

 ̂

對「

レ
'
.
ゾ

十

の

主
張
な
^

^

»し
得
べ
き
や
.
。
.
.
吾
人
が
茲
に
引
用
せ
：る
は

.、
乙
の
例
外
的
事
項
に
關
す
る
，v ニ
ヨ
ア
が 

敍
述
の
全
部
な
る
が
、
ミ
れ
の
み
を
以
て
し
て
は
、
價
格
が
生
產
：費
を
超
過
ず
る
•も
の
>
cif
定
す
る
能
は
ず
。
之
を 

斷
定
し
得
ず
ん
ば
、
如
上
の
所
言
を
以
て
絕
對
レ
ン
トS

說
な
b
と
看
做
す
は
甚
だ
し
含
早
ft
な

は

ざ

な

ベ
 

力

ら

中
力

ふ
る
ド
墓
等
.
^
ン
ト
ざ

•
.

絕
對
レ
.\

ト
は
南
立
し
合
併
ず
る
も
_の
.な
-る
...
に
鋪
_ら
.ず
’

^
の
別
所
に
冷
匕
.
^. 

何
等
絕
對
レ
ン
ト
に
觸
る
、
乙
i
な
し
0

'
|然
れ
.共
菩
し「

人
口
稠
密
に
し
て
富
裕
な
る」

の
辭
句
よ
り
し
て
，
農
產
物
購
貿
の
意
鸪
及
ぴ
能
カ
の
大
な
る
乙 

,ビ
を
推
測
し
、「

投
下
資
本
少
し
ぐ
減
少
す
れ
ば
何
等
收
禪
な
き
I及
び「

資
本
增
加
す
ろ
も
增
收
な
さ」

よ
り
し
て
、
 

生
齑
費
の
不
變
を
推
論
し
"「

沃
度
大
I

 

•
を
以V

、

単
に
.絕
對
的
の
意
味
に
ヒ
，む
で
/

こ
れ
よ
り
生
中
る
生
產
额 

が
需
©
に
對
し
て
充
分
な
る
供
給
額
/2
る
の
程
度
！

i

は
到
ら
ざ
る
も
の
S
解
す
る
を
許
さ
ろ
S
と
せ
ば
、
我
等
は
價

.
然
れV

も
た
S

へ
絕
對
レ
.ン
ト
の
主
張
な
b

i解
す
る
を
得
る
V
Vし
て
も
、
之
を
以
て
进
面
よ
り
リ
声
ア
ド
オ
の 

レ
ン
ト
論
を
修
正
せ
ん
と
す
る
の
强
き
意
思
は
之
を
看
取
す
る
能
は
ず
、
當
初
は
菩
人
の
記
し
た
る
が
如
ぐ
、

一
の 

例
外
と
看
做
せ
る
も
の
な
る
べ
し
。
 

‘、

—

卜

、
> ニ
ヨ
ァ
の

人

口

論

は

：

T
w
o

 Lectures on 

population. 

1
00
2
9.
な
ろ
小
册
子
ど
及
びr

經
濟
學」

中
に
表
明 

せ
ら
れ
た
&

^
箭
を
比
較
す
る
に
、
哲
に
そ
の
所
說
に
變
化
'̂
き
の
み
な
ら
ず
、
文
章
辭
句
に
於
て
も
全
然
闾
|
 

な
る
處
少
な
か
ら
ず
、
f2
\'
.末
.尾
の
ミ
ル
、

マ
ル
サ
ス
等
の
批
評
に
於
て
、
後
者
が
や
、
靜
細
に
涉
り
た
る 

及
び
說
述
の
順
序
に
於
て
！一

三
異
る
處
ぁ
る
に
止
ま
る
。

前

記「

講
義」

は

1
八
1
:ー
八
年
オ
ツ
>

ス
フ
オ
ー
ド
大
學
に
於
て
述
べ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
、
こ
れ
^

經̂
濟
學」 

出
版
の
年
た
る1

八
三
六
年W

の
間
に
は
八
ケ
年
を
經
過
せ
る
に
止
ら
ず 

> 
前

記「

講

義」

後

に

於

て

、

彼

は

マ

/̂
サ 

ス
と
の
間
に
私
信
を
以
て
論
淨
を
行
べ
る
^
ノ
遂
に
そ
の
所
說
の
根
本
を
咖
す
乙
€
な
か
ヶ
さ
。

•

シ
ラ
ヨ
.ァ
の
人
口
論
：は
大
體
に
於
て
マ
々
ナ
ス
に
同
じ
ぐ
> 
人
.
oの
增
殖
カ
せ
食
物
の
增
加
：

V」

を
.比
.較
し
：、
前
者 

が
遙
か
に
後
者
を
凌
駕
し
"
爲
め
に
人
ロ
は
、
積
極
的
及
び
豫
；防
的
障
碍
に
依
つ
て
制
限
せ
ら
る
\:
を
謂
、
り
0 

#
る
に
も
拘
ら
ず
、

マ
ル
サ
ス
の
所
說
か
含
蓄
す
る
憂
®
は
シ
二
ヨ
T

k
於
て
頗
る
輕
滅
せ
ら
れ
た
：*
0の

-|
1
ぁ
る 

は

、
乙
れ
後
者
が
豫
防
的
障
碍
ね
對
し
て
前
者
よ
り
も
逾
か
に
大
な
る
信
賴
を
置
く
と
共
に>

 

收
權
遞
減
の
法
則
が 

動
的
法
則
と
し
て
は「

著
る
し
き
例
外」

を
有
す
る
を
信
す
，る
に
外
な
6
中
。

- 「

經

濟

學

J

四

十一

興

に

日

く1故

に

、
：
結

婚
^
對

す

る

愼

慮
'の

習

憤

ヒ_、

相

當

U

餘

分
0
消
«
を

な

ず

習11
と

は

：，
、 

人
ロ
の
食
料
腿
迫
よ
り
生
ず
べ
き
悲
慘
な
る
積
極
的
障
碍
士
防
ぐ
べ
刍
唯
一
の
永
久
的
防
備
.な
々
、
而
し
て
前
者
の
'

笫
十
允
卷c

l
o
l
H
y

ナ
？N
yウ*

や
ィ
リ
ア
ム
*
シン
一
日
ア
1
1於
け
名
取
獲
遞
減
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法
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第
七
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七
、

督
慣
は
文
姻
社
會
に
の
み
存
し
ノ
後
者
は
富
裕
な
る
：社
會
に
0
み
祢
す
る
.が
故
に
、
：1
_
民
が
そ
の
文
明
ミ
富
裕
に 

於
て
進
ま
す
る
-K
從

つ

て
、

積
極
的
障
碍
が
，豫

防

的

打

ち

克
^
る
べ
き
は
明
な
サ
ャ
若
し
，
.か
，ぐ
0
如
き
が 

眞
な
、:b
ば
、
人
ロ
過
剩
の
弊
害
は
舭
會
の
進
步
^
共
^
減
少
す
る
め
顧
向
あ
な
し
气
本
稿
に
€
り
て
之
よ
り
4

1
 

か
に
重
猶
:«
る
は
，「
著
る
し
咨
例
外」

の
問
題
な
彡
0 

睐
述
の
如
ィ
、
シ
-ー
ョ
ア
は
收
獲
遞
減
の
採
則
を
以
て
經
濟
學
の
四
基
本
命
題
© I 

K
算
し
，
以
て
諸
他
の
.推
論 

の
根
底
ミ
し
た
る
に
關
ら
ず
、
生
產
論
の
末
尾
に
於
て「

最
省
重
：要
な
る
例
ル」

を
認
容
す
る
に
到
れ
&
o 

日
く「

乙
の
一
.般
原
理
に
對
す
る
最
も
重
要
な
る
例
外
は
、勞
働
の
增
加
：に
熟
練
#
增
加
M
伴
：ふ
場
会
に
發
生
t
、 

よ
れ
有
效
な
る
機
具
、
.よ
な
.良
好
な
る
作
物
轉
換
、
よ
り
靠
な
：る
分
勞
ペ
約
言
甘
ば
耕
#
術
の
へ
改
良
は
農
業
勞
働
の 

增
伽
を
伴
ふ
。
こ
の
增
加
を
伴
ふ
は
、

1
國
の
資
本
並
：び
に
人
ロ
の
增
加
が
俾
ふ
際
.に
起
务
。
伸
等
の
改
岚
は
之
を 

適
两
す
る
土
壤
の
劣
等
若
し
ぐ
は
地
カ
の
比
例
的
減
少
を
® 

•
象

於

い

學

い

台
'胁

む

6

ル
^」

と

(

F

I

S

1

'■
w
P
O
B
O
m
y
. 

D. 

8
6̂0

シ 

一}
ヨ
ア
の
收
權
遞
減
に
_
す
る
考
察
を
、
そ
の
先
人
の
そ
れ
よ
0
も

I

步
進
ま
し
め
^
る
は
己
の
點
^
あ
り
。
 

ク
エ
ヌ
ト
も
、
タ
カ
ア
ド
才
,

P
、

マ
ル
サ
ス
も
ノ
皆
耕
作
^
於
け
る
技
術
の
改
良
が
收
機
遞
減
法
則
の
效
果
を
妨
ぐ 

る：
は認めたな

V

雖7P 、

そ
の
妨
魯
はj

時
的
若
し
く
は
部
分
的
に
止
ま
り
>
結
局
は
'；之
に
支
配
せ
ら
る
> 
も 

の
^
り
^
の
意
見
?:
有
し
た
る
な
々
"例
へ
ば
マ
ル
ナ
ス
が「

農
寒
^
於
け
る
改
良
は
> 

時
に
頗
る
有
力
な
る
乙
と
あ
：
 

雖
も
、
劣
等
な
る
土
地
に
斯
ふ
る
の
必
要
を
相
殺
す
る
に
足
る
こ
と
は
稀
な
々」

ミ(Nature p. 

4
5
)

云
へ
る 

如
：き
.又
タ
カ
ア
ド
オ
，が

「

毂

物

收

權

量0
堉

：加

を

一

層

困

雛̂ら
.し
ひ
：る
諸
取
因#齟

：步

的

，
靡

々

：
に

於

て

は

I

用
し
つ
、
あ
る
に
對
し
、
農
業
又
は
農
具
に
於
び
る
顯
著
な
る
改
：良
0
發
生
は
；之
ょ
b
も
俸
少
な>

0
」

パwo
r
k
s
v
e
d
v

 

M
n
u
l
o
c
h 

p. 

3
7
7
"
ロ
0
$)

ど
云
べ
る
如
会
之
な
b
o

以
上
を
總
括
す
る
に
、
收
獲
遞
減
の
法
則
な
る
も
の
は
、
旣
に
チ
ュ
ル
ゴ
ー
の
時
代
に
發
見
せ
ら
れ
、
英
國
に
於 

て
は
ゥH

ス
ト
に
依
つ
て
表
明
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
然
れV」

も
ゥ
ヱ
ス
ト
、
マ
ル
ナ
ス
、
リ
カ
ア
ド
ォ
等
は
之
を 

#
て
動
的
法
則
な
り
士
看
做
じ
て
:?
そ
の
レ
ン
ト
論
，
人
ロ
論
等
^
關
聯
せ
し
め
來
れ
る
も
、
シ
ニ
ョ
ア
に
到
つ
て
、 

動
的
法
則
士
し
て
の
意
義
は
著
る
し
く
制
限
せ
ら
れ
穴
る
な
り
。

併
し
乍
ら
之
等
の
人
々
に
典
通
な
る
は
、
斯
法
則
を
以
て
.農
業
に
の
み
行
は
.れ
、
丁
；業
.に
は
收
獲
遞
增
の
法
則
が 

行
は
る
、
も
の
)!
:
看
倣
せ
る
こ
と
r
,及
び
斯
法
則
の
逾
用
を
殆
ん
ざ
勞
働
に
限
定
し
，
時
に
：資
本
に
關
し
て
^
ふM

 

S
あ
る
も
"
そ
の
意
味
は
生
產
要
具
に
非
ず
し
て
勞

銀

士し
て
支
柳
は
る
、

資

本

な

る
事
/
J
nな
6
。
收

獲

遞

減

の
 

法
則
が
エ
業
じ
も
行
は
.る
、
2.
ど
、
又
暂
に
勞
働
の
み
な
'ら
中
、
生
產
要
.具
、
經
營
等
に
關
し
て
も
適
用
せ

ら

る

べ

し
 

€
の
意
見
が
發
表
せ
ら
る
、
代
到
る
ま
で
に
は
,
觅
に
長
年
月
の
經
過
を
要
し
た
り
し
な
り
。
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